
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 213 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典 B 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 高等学校古典 B古文編、漢文編（三省堂） 

副教材等 

読解のための必修古典文法（文英堂）みるみる覚える古文単語（いいずな書店）図

説国語（東京書籍）共通テスト古典単元別問題集（駿台文庫）共通テスト対策国語

マーク完答２８（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

①古文単語・文法の小テストは満点を目指して学習し、テスト後は必ず復習してください。 

②1000 年、2000 年前に書かれた文章をそのまま味わうことのできる言語を持っている地域はそう

多くありません。授業中は集中して学習に取り組み、古典の文章を楽しんでください。 

 

２ 学習の到達目標 

古典についての理解や興味・関心を深め、古文と漢文を読む能力を養う。古典特有のものの見方、

感じ方、考え方をなどに触れながら、現代と共通するものが多くあることにも気づき、自分自身の

考え方を広くし、人生を充実させる豊かな感性を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 ｅ:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典のさまざま

な作品に興味・関

心を持ち、親しみ

を積極的に深め

ようとしながら、

人生を豊かにし

ていく態度を持

つ。 

  文 章 に 表 れ た

様々なものの見

方や感じ方を読

み取り、古典を読

む楽しさや、表現

のおもしろさを

味読する。 

古文と漢文に用

いられている語

句の意味用法及

び文の構造につ

いて理解し、知

識を身につけて

いる。 

評
価
方
法 

行動の観察 

ノートやプリン

トの記述 

  定期試験 

ノートやプリン

トの記述 

定期試験 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d e 

１
学
期
中
間 

随
筆
・日
記
・文
章 

『中納言参り給ひて』

（枕草子） 

『うつろひたる菊』 

（蜻蛉日記） 

『漁父辞』（屈原） 

〇   ◎ 〇 a:平安時代の女性の悩みなどの普遍的

感情に興味を持って読んでいる 

d:古文・漢文ともに文章中であらわされ

ている心情を踏まえて読むことができ

ている 

e:和歌に用いられた修辞技巧を理解で

きている 

a:行動の観察 

d:定期試験・記

述の内容 

e:小テスト・定

期試験 

１
学
期
期
末 

小
話
・物
語 

『孟母断機』（列女

伝） 

『車争ひ』（源氏物

語） 

〇   ◎ 〇 a:葵祭など現在も行われている風俗に

ついて興味を持つ 

d:それぞれの女性たちの思いに着目し

て読むことができる 

e:文章中に用いられている句形・敬語に

ついて理解している 

a:行動の観察 

d:定期試験・記

述の内容 

e:小テスト・定

期試験 

２
学
期
中
間 

日
記
・評
論
・史
伝 

『和泉式部と清少納

言』（紫式部日記） 

『清少納言』『紫式

部』（無名草子） 

『大風起兮雲飛揚』

（史記） 

〇   ◎ 〇 a:2024 年の大河ドラマの主人公である

紫式部について知る 

d:複数の文章を読み比べ、女流作家たち

がどのように描かれているのか読み取

る 

e:文章中に用いられている重要語につ

いて理解している 

a:行動の観察 

d:定期試験・記

述の内容 

e:小テスト・定

期試験 

２
学
期
期
末 

思
想
・物
語
・評
論 

『売油翁』（欧陽脩） 

『三舟の才』（大鏡） 

『深草の里』 （無名

抄） 

〇   ◎ 〇 a:和歌のどのような点が評価されるの

か関心を持って読む 

d:平安中期の和歌の特徴、平安後期～鎌

倉の和歌の特徴を理解している 

e:たとえ話を用いて何を主張している

のか理解している 

a:行動の観察 

d:定期試験・記

述の内容 

e:小テスト・定

期試験 

学
年
末 

問
題
演
習 

問題演習 〇   ◎ 〇 a:教科書に掲載されない文章を読み、さ

らに興味関心を深めている 

d:筆者の主張、登場人物の心情に気を付

けて読んでいる 

e:重要古語や古典文法の知識を用いて

読むことができている 

a:行動の観察 

d:定期試験・記

述の内容 

e:小テスト・定

期試験 

※ 表中の観点について 

a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目にお

いて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


